
供与式典報告 

 

供与日時  ：7 月 18 日（土）12:30～14:00 

供与物品 ：インドからの避難民発生に伴い開設が決定されたプンツォリン市

内の保育園（Early Childcare Development Center）に施設備品及

び遊具等を寄付しました（詳細は別添２の供与物品リスト参照）。 

 

供与式典の様子について 

物品の供与先となる保育園で供与式を開催しました。保育園を管理、運営する

ことになるプンツォリン市からは、市長、教育セクター担当者、地域の子どもと

その保護者数名が参加し、日本側からは、JICA ブータン事務所の若林、キンレ

イ・ドルジ、チェリン・ドルジの 3名が参加しました。 

プンツォリン市長からは「寄付を頂いた日本の友人の皆様に厚くお礼申し上げ

たい。供与頂いた備品や遊具を活用し、この保育園がシェルターで暮らす子ども

たちと、プンツォリンの貧しい家庭の子どもたちにしっかり活用されることを約

束致します。いつか日本の皆様にも保育園を見に来て頂きたい。」との言葉があ

りました。 

保育園はコロナウイルスによるリスクを考慮して、9月からの開園を目指してお

り、開園の際には改めて今回寄付した機材の配置状況を含めた、保育園の様子を

プンツォリン市からご報告いただけるとのことです。 

なお、供与式の様子は、7月 20日の KUENSEL（日刊全国紙）でも取り上げられま

した。 

 

 



  

供与式典の様子（集合写真） 供与式典の様子 

  
JICA 若林による寄付参加者代表からの

メッセージの代読  
プンツォリン市長からの謝辞 

  
供与物品 供与物品（遊具） 

 



  
供与物品（電化製品等） 保育園が新設される野菜マーケット(1) 

  

保育園が新設される野菜マーケット(2) シェルターの様子(1) 

  
シェルターの様子(2) シェルターの様子(3) 

※7 月 18 日時点で、シェルターには約 1,000 世帯、推定 4,000～5,000 人程のイン

ドからの避難民が、限られた居住空間と、過酷な暑さ、コロナウイルスの恐怖と

闘いながら、生活をされていました。 

 



7 月 20 日 KUENSEL 掲載（7面） 

 


